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目
　
次

は
じ
め
に

一
、
神
道
の
範
囲

二
、
神
道
学
に
お
け
る
廣
池
千
九
郎

三
、
神
道
と
道
徳

お
わ
り
に

は
じ
め
に

「
廣
池
千
九
郎
を
め
ぐ
る
神
道
学
的
研
究
緒
論
」
は
、
今
回
の
（
四
）

で
締
め
く
く
り
と
な
る
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
お
お
ま
か
に
振

り
返
っ
て
お
き
た
い
。

最
初
の
（
一
）
は
、
副
題
を
「
道
徳
に
お
け
る
廣
池
千
九
郎
の
位
置
」

と
し
て
い
る
（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
七
十
三
号
、
平
成
二
十
六
年
九
月
）。
こ
こ

で
は
は
じ
め
に
、
廣
池
の
人
物
像
の
全
容
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
そ
の
略

歴
と
、
後
継
者
た
ち
に
よ
っ
て
事
業
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の

か
を
紹
介
し
、
次
に
、「
道
徳
」
の
世
界
に
廣
池
が
い
か
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
か
を
述
べ
た
。

廣
池
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、「
道
徳
」
と
「
教
育
」
の
世
界
で
は
一

定
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、
生
前
に
は
多
彩
な
活
動
場
に
お
い
て
相
応
の

存
在
感
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
は
現
在
の
一
般
的
知
名

度
は
高
く
は
な
く
、
断
片
的
な
理
解
が
目
立
ち
、
研
究
対
象
と
し
て
広
い

範
囲
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
廣
池
の
最
終
的
な
活
動
の
場
が

「
道
徳
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
「
道
徳
」
の
説
く
内
容
に
関

す
る
問
題
、
第
三
に
、
宗
教
と
の
関
係
、
以
上
の
三
点
か
ら
考
察
し
た
。

し
か
し
近
年
の
日
本
社
会
で
は
、
生
涯
学
習
へ
の
機
運
の
高
ま
り
や
日

廣
池
千
九
郎
を
め
ぐ
る
神
道
学
的
研
究
緒
論
（
四
）

―
神
道
に
お
け
る
廣
池
千
九
郎
の
位
置

―

橋 

本
　
富 

太 

郎



No.77，2016　30モラロジー研究

本
の
歴
史
・
伝
統
に
対
す
る
意
識
の
好
転
、
お
よ
び
道
徳
教
育
の
必
要
性

の
再
認
識
等
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
廣
池
の
業
績
は
再
評
価
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

平
塚
益
徳
や
Ｊ
・
Ａ
・
ラ
ワ
リ
ー
ズ
が
普
遍
的
と
評
し
た
廣
池
の
道
徳

論
は
、
そ
の
一
方
で
、
神
道
・
皇
室
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
伝
統
が
色

濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
道
徳
を
再
興
し
、
世
界
に

発
信
し
て
い
く
上
で
、
廣
池
の
人
生
を
俯
瞰
し
て
神
道
と
道
徳
の
関
係
を

考
察
す
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
な
環
境
お
よ
び
課
題
を
ふ
ま
え
て
、
続
い
て
廣
池
に
関
す
る

研
究
史
を
概
観
し
、
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
が
、
本
「
緒

論
」
の
（
二
）
と
（
三
）
で
あ
る
。

（
二
）
は
副
題
を
「
研
究
史
前
篇
」
と
し
、
廣
池
に
関
す
る
論
集
の
刊

行
お
よ
び
主
な
研
究
者
の
業
績
を
中
心
に
、
研
究
史
を
時
代
順
に
辿
り
現

在
の
状
況
を
把
握
し
た
（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
七
十
四
号
、
平
成
二
十
七
年
二

月
）。研

究
の
初
期
の
段
階
で
は
、
廣
池
の
残
し
た
道
徳
論
を
確
認
し
、
実
践

の
モ
デ
ル
と
し
て
そ
の
事
跡
お
よ
び
思
想
を
部
分
的
に
取
り
上
げ
る
個
別

の
研
究
が
手
が
け
ら
れ
て
い
た
。
や
が
て
道
徳
科
学
研
究
所
の
研
究
体
制

も
整
い
、
廣
池
の
生
誕
百
年
を
機
に
学
術
的
な
研
究
環
境
を
得
て
、
法
制

史
を
中
心
と
す
る
諸
々
の
業
績
が
検
討
さ
れ
る
と
、
廣
池
の
晩
年
の
道
徳

論
の
学
問
的
基
盤
が
整
理
さ
れ
体
系
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
の
過
程
で
廣
池
研
究
の
視
角
と
方
法
が
提
示
さ
れ
、
廣
池
が
様
々
な

分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）
の
形

成
過
程
が
広
く
深
く
検
討
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
が

蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
伝
記 

廣
池
千
九
郎
』
の
刊
行
が
遂
げ
ら

れ
、
英
訳
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
国
際
的
な
議
論
の
場
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
廣
池
の
道
徳
論
が
再
検
討
さ
れ
、
現
代
的
に
展
開
す
る
段

階
に
至
っ
た
。

次
に
、
本
「
緒
論
」（
三
）、
副
題
「
研
究
史
後
篇
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
』
七
十
五
号
、
平
成
二
十
七
年
七
月
）
で
は
、「
前
篇
」
で
取
り
上
げ
た
諸

文
献
に
雑
誌
論
文
等
を
加
え
て
研
究
の
分
類
を
試
み
、「
神
道
」
に
お
け

る
廣
池
に
関
す
る
研
究
の
現
況
を
把
握
し
た
。

廣
池
に
関
す
る
研
究
は
膨
大
な
量
に
上
り
、
研
究
領
域
も
多
彩
で
、
神

道
に
関
連
す
る
も
の
も
数
多
く
、
幅
広
く
検
討
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

廣
池
の
果
た
し
た
大
き
な
役
割
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
が
十
分
理
解
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
他
の
領
域
と
と
も
に
神
道
の
要
素
が
廣
池

の
道
徳
論
の
中
に
、
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

道
徳
的
効
用
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
こ
れ
ま
で
、
神
道
全
般
と
廣
池
の
人
生
を
通
史
的
に
と
ら
え
た
研

究
が
存
在
せ
ず
、『
伊
勢
神
宮
』
な
ど
の
文
献
や
国
学
者
と
の
交
流
な

ど
、
神
道
の
要
素
が
分
解
さ
れ
て
個
別
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
神

道
学
史
に
基
づ
い
た
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
に
、
廣
池
の
業

績
が
そ
の
研
究
史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
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そ
も
そ
も
、
廣
池
千
九
郎
研
究
は
、
神
道
の
分
野
に
限
ら
ず
、
全
体
的

に
「
研
究
史
」
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
相
互
の
関
係
が
把
握
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
々

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
廣
池
千
九
郎
研
究
が
断
片
的
と
な
り
、
理
解
が

不
十
分
と
な
る
こ
と
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
神
道
の
分
野
に
限
ら
ず
、
全
体
的
に
研
究
史
を

辿
り
紙
面
の
多
く
を
割
い
た
。
そ
の
結
果
、
膨
大
な
量
に
上
る
廣
池
研
究

に
も
テ
ー
マ
に
偏
り
が
あ
り
、
検
討
さ
れ
て
い
な
い
課
題
が
相
当
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
神
道
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
研
究
が
急
が

れ
る
状
況
に
あ
る
。

も
う
一
つ
、
廣
池
に
お
け
る
神
道
の
存
在
が
十
分
認
識
さ
れ
な
か
っ
た

原
因
に
は
、
時
代
区
分
の
問
題
が
あ
っ
た
。
廣
池
の
人
生
が
、「
中
津
時

代
」、「
京
都
時
代
」
と
、
人
生
の
各
年
代
に
区
切
ら
れ
て
考
察
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
た
め
、
人
生
を
通
じ
て
抱
き
続
け
た
理
念
な
ど
が
見
え
に
く
く

な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
本
研
究
「
廣
池
千
九
郎
を
め
ぐ
る
神
道
学

的
研
究
」
で
は
、
神
道
の
全
体
像
と
近
代
神
道
史
の
中
に
廣
池
の
人
生
を

置
き
、
廣
池
に
お
け
る
神
道
の
道
徳
的
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
際
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
研
究
の
方
法
、
お

よ
び
視
角
を
提
示
し
て
「
緒
論
」
の
結
び
と
し
た
い
。

一
、
神
道
の
範
囲

ま
ず
、
神
道
の
範
囲
に
つ
い
て
簡
潔
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
神
道
は
、

一
部
の
教
派
を
除
き
、「
教
典
」
と
い
う
も
の
を
持
た
ず
、
日
本
の
歴
史

と
と
も
に
漸
次
展
開
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
様
々
な
分
野
に
浸
透

し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
は
掴
み
難
く
、
論
者
、
時
代
に
よ
っ
て
か
な
り
異

な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、『
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

神
代
の
昔
か
ら
伝
わ
り
、
神
慮
の
ま
ま
で
、
ま
っ
た
く
人
慮
を
加
え

な
い
道
。
日
本
固
有
の
宗
教
で
、「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」
な
ど
に

見
え
る
神
代
の
故
事
に
基
づ
い
て
、
神
を
敬
い
、
祖
先
を
尊
び
、
祭

祀
を
行
な
う
こ
と
。
平
安
時
代
以
降
は
こ
れ
に
儒
仏
二
道
や
陰
陽
道

の
影
響
が
加
わ
り
両
部
、
卜
部
（
う
ら
べ
＝
吉
田
）、
垂
加
、
吉

川
、
橘
家
等
の
諸
流
派
が
お
こ
り
、
近
世
に
は
こ
れ
ら
へ
の
批
判
か

ら
復
古
神
道
が
提
唱
さ
れ
た
。

日
本
固
有
の
「
宗
教
」
と
い
う
認
識
の
上
に
立
ち
、
故
事
、
敬
神
崇

祖
、
祭
祀
、
お
よ
び
思
想
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
戦
前
の
論

者
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
一
つ
選
ん
で
見
て
み
る
と
、
下
記
の
と
お
り
と

な
る
。

神
道
と
は
神
の
道
で
あ
る
。
神
の
道
と
は
日
本
民
族
祖
先
以
来
の

生
活
原
理
で
あ
る
。
日
本
民
族
は
皇
祖
天
照
大
御
神
の
御
神
徳
を
歎

美
し
体
現
し
発
揚
し
奉
る
事
を
以
て
生
活
の
原
則
と
し
、
国
家
の
理
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想
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
生
活
原
理
が
天
御
中
主
神

若
し
く
は
国
常
立
尊
に
淵
源
す
る
天
つ
神
の
命
（
み
こ
と
）
で
あ
る

と
信
じ
、
天
照
大
御
神
の
御
子
孫
た
る
日
嗣
の
御
子
即
ち
す
め
ら
み

こ
と
（
天
皇
）
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
と
信

じ
、
す
め
ら
み
こ
と
も
亦
そ
の
御
神
徳
を
継
承
し
恢
弘
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
天
つ
神
の
命
が
完
う
さ
れ
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
お
る
の

で
あ
る）

1
（

。

こ
れ
は
、
河
野
省
三
の
『
神
道
の
研
究
』
の
一
文
で
あ
る
。
河
野
は
、

戦
前
に
國
學
院
大
学
学
長
等
を
歴
任
し
、
神
道
に
つ
い
て
は
包
括
的
な
研

究
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
一
言
で
い
う
と
、
日
本
人
の
「
生

活
原
理
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
宗
教
的
側
面
は
そ
の
一
部
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
、
歴
史
的
大
家
に
言
わ
せ
る
と
、

そ
も
此ノ

道
は
、
い
か
な
る
道
ぞ
と
尋タ

ヅ

ぬ
る
に
、
天
地
の
お
の
づ
か
ら

な
る
道
に
も
あ
ら
ず
、
人
の
作
れ
る
道
に
も
あ
ら
ず
、
此ノ

道
は
し

も
、
可カ
シ
コ畏

き
や
高タ

カ

御ミ

産ム

巣ス

日ビ
ノ

神
の
御ミ

霊タ
マ

に
よ
り
て
、
神カ

ム

祖ロ
ギ

伊イ

邪ザ

那ナ

岐ギ
ノ

大
神
伊イ

邪ザ

那ナ

美ミ
ノ

大
神
の
始
め
た
ま
ひ
て
、
天
照
大
御
神
の
受ウ

ケ

た
ま
ひ

た
も
ち
た
ま
ひ
、
伝
へ
賜
ふ
道
な
り
、
故カ
レ

是コ
コ
ヲ
モ
テ以
神
の
道
と
は
申
す

ぞ
か
し）

2
（

、（
本
居
宣
長
『
直
毘
霊
』）

天
照
大
御
神
が
受
け
継
い
で
伝
え
た
と
い
う
「
道
」
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
時
代
や
論
者
に
よ
っ
て
、
神
道
の
範
囲
が
著
し
く
異
な
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま

り
を
受
け
、
神
道
の
自
然
観
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
霊
的
生
命

観
」
を
も
つ
一
つ
の
「
文
化
」
と
す
る
見
方
な
ど
も
あ
る）

3
（

。

廣
池
と
神
道
と
の
関
連
性
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
点
に
留
意

し
、
あ
ら
か
じ
め
神
道
の
範
囲
に
基
準
を
設
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
選
択
肢
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
は
、
廣
池
の
生

き
た
時
代
と
国
家
「
近
代
日
本
」
に
お
け
る
神
道
概
念
に
合
わ
せ
て
、
加

藤
玄
智
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
神
道
書
籍
目
録
』（
明
治
神
宮
社
務
所
、

昭
和
二
十
八
年
）
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
領
域
を
「
神
道
」
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
に
す
る
。

本
目
録
は
、
明
治
元
年
か
ら
昭
和
十
五
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
書
籍

を
、
次
の
よ
う
に
部
門
分
け
し
て
い
る
。
一 

総
記
、
二 

国
体
、
三 

神

典
・
古
典
、
四 

神
宮
、
五  

神
社
、
六 

祭
祀
、
七 

神
祇
制
度
、
八 

神

社
対
宗
教
問
題
、
九 

大
教
宣
布
、
十 

教
派
（
宗
派
）
神
道
、
以
上
の
十

部
門
で
あ
る
。
書
籍
を
基
準
と
す
る
範
囲
設
定
と
分
類
だ
が
、
近
代
日
本

の
神
道
に
関
す
る
事
物
を
包
括
し
て
お
り
、
廣
池
の
言
行
も
著
述
と
の
関

連
性
が
高
い
た
め
、
こ
れ
は
有
為
な
基
準
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
目
録
に
は
、
廣
池
の
著
作
は
、
全
十
部
門
の
内
の
六
部
門
に
、
十
七

部
の
書
籍
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
共
同
編
集
の
『
古
事
類
苑
』
は
一
部
と

し
て
一
括
）。
下
記
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
引
く
。

一
、
総
記

・
古
事
類
苑 
神
宮
司
庁
編
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明
治
十
二
年
よ
り
大
正
二
年
迄
編
修
総
裁
細
川
潤
次
郎
と
し
、
佐
藤

誠
実
・
松
本
愛
重
・
廣
池
千
九
郎
其
他
十
数
氏
の
編
修
校
合
に
よ
り

成
る
、
そ
の
経
営
は
文
部
省
・
東
京
学
士
会
院
・
皇
典
講
究
所
を
経

て
神
宮
司
庁
に
て
完
成
せ
し
も
の
、
総
巻
数
一
〇
〇
〇
巻
、
刊
本
元

版
（
明
治
二
九
―
大
三
刊
）
美
濃
判
和
本
三
五
〇
冊
、
四
六
倍
洋
本

は
五
一
冊
、
京
都
・
表
現
社
に
て
昭
和
二
年
一
月
よ
り
刊
行
本
も
四

六
倍
洋
本
五
一
冊
、
内
外
書
籍
会
社
に
て
昭
和
年
間
刊
行
本
は
菊
判

洋
本
に
て
六
〇
冊 

※
以
下
略
（
一
頁
）

二
、
国
体

・
伊
勢
神
宮

廣
池
千
九
郎
著
、
明
四
一
刊
一
、
国
体
の
淵
源
を
も
説
く
（
四
八
頁
）

・
我
国
体
之
精
華

廣
池
千
九
郎
著
、
大
元
刊
一
（
五
〇
頁
）

・
伊
勢
神
宮
と
我
国
体

廣
池
千
九
郎
著
、
大
四
・
九
刊
一

著
書
「
伊
勢
神
宮
」
に
「
神
宮
中
心
国
体
論
」
を
付
加
す
（
五
一
頁
）

・
日
本
憲
法
淵
源
論

廣
池
千
九
郎
著
、
大
五
刊
一
菊
判
（
五
一
頁
）

・
孝
道
の
科
学
的
研
究

廣
池
千
九
郎
著
、
昭
四
刊
一
（
五
七
頁
）

・
皇
室
野
史

廣
池
千
九
郎
著
、
明
二
六
刊
一
（
四
六
判
）（
八
五
頁
）

四
、
神
宮

・
伊
勢
神
宮

廣
池
千
九
郎
著
、
明
四
一
刊
一
、
明
四
二
増
訂
再
版
四
六
倍
一
五
二

頁
（
一
八
五
頁
）

・
伊
勢
神
宮
御
鎮
座
沿
革
地
図

廣
池
千
九
郎
編
、
明
四
四
刊
、
一
枚
（
一
八
五
頁
）

・
伊
勢
神
宮
と
我
国
体

廣
池
千
九
郎
著
、
大
四
刊
一
（
一
八
五
頁
）

五
、
神
社 

大
分
県
各
別
郡

・
中
津
歴
史

廣
池
千
九
郎
著
発
行
、
明
二
四
刊
一
（
四
六
洋
四
四
六
頁
）
明
二
九
年

刊
も
あ
り
（
三
五
五
頁
）

八
、
神
社
対
宗
教

・
神
社
崇
敬
と
宗
教

廣
池
千
九
郎
著
、
日
月
社
発
行
、
宗
教
叢
書
第
六
〇
至
六
四
編
、
大

四
・
八
刊
一
菊
判
截
三
〇
〇
頁 

大
七
刊
一
（
五
版
）（
四
三
〇
頁
）

十
、
教
派
神
道
（
一
三
）
天
理
教

・
十
九
世
紀
に
於
け
る
最
も
偉
大
な
る
婦
人
の
事
業

廣
池
千
九
郎
著
、
大
三
・
一
〇
刊
一
（
一
三
六
頁
）（
四
七
六
頁
）

・
教
徒
と
し
て
見
た
る
天
理
教

廣
池
千
九
郎
著
、
現
代
百
科
文
庫
内
宗
教
叢
書
三
六
篇
、
大
三
・
十

一
刊
一
（
一
一
六
頁
）（
四
七
六
頁
）
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・
帰
一
協
会
に
於
け
る
廣
池
博
士
の
天
理
教
講
演
筆
記

廣
池
千
九
郎
述
、
大
九
刊
一
（
五
八
頁
）

・
天
理
教
信
仰
の
本
旨

廣
池
千
九
郎
著
、
大
五
刊
一
（
四
七
八
頁
）

・
天
理
教
に
ほ
ひ
か
け
の
文

廣
池
千
九
郎
著
、
大
八
刊
一
（
三
二
頁
）（
四
七
八
頁
）

・
助
け
一
条
の
御
話

廣
池
千
九
郎
著
、
大
十
一
刊
一
（
一
五
九
頁
）（
四
七
九
頁
）

・
天
理
教
祖

廣
池
千
九
郎
著
、
大
正
二
刊
一
（
二
六
三
頁
）

同
教
公
認
の
教
祖
伝
に
て
、
大
四
訂
正
、
大
六
再
訂
本
等
あ
り

（
四
八
七
）

以
上
、
法
制
史
研
究
を
挟
む
廣
池
の
研
究
遍
歴
の
う
ち
、
言
語
学
を
除

き
大
半
が
こ
こ
に
包
括
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
地
方
史
研

究
で
あ
っ
た
『
中
津
歴
史
』
も
「
神
社
」
研
究
に
該
当
し
、
法
制
史
研
究

と
道
徳
科
学
研
究
を
つ
な
い
だ
『
日
本
憲
法
淵
源
論
』
は
「
国
体
」
論
で

も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
も
全
貌
を
表
す
に
は
不
十
分
と
い
え
る
。
本
目
録
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
た
と
え
ば
小
学
校
の
教
材
用
に
廣
池
が
著
わ

し
た
『
小
学
歴
史
歌
』（
明
治
二
十
二
年
）
は
、
歴
史
書
で
あ
り
つ
つ
「
本

邦
の
歴
史
を
講
す
る
も
の
は
特
に
其
王
室
の
尊
厳
万
国
に
冠
た
る
の
栄
と

其
国
民
の
勇
敢
に
し
て
忠
愛
心
に
富
め
る
の
美
と
を
記
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
」（「
緒
言
」）
と
、
天
皇
を
中
心
に
国
体
論
を
歌
い
上
げ
た
も
の
で
あ

り
、
す
で
に
廣
池
の
思
想
を
十
分
に
表
し
て
い
る
。
ま
た
、『
道
徳
科
学

の
論
文
』（
昭
和
三
年
）
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
一
見
「
道
徳
」
を
主
題

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
の
第
十
三

章
上
は
「
日
本
皇
室
の
御
祖
先
天
照
大
神
の
御
聖
徳
及
び
日
本
皇
室
の
万

世
一
系
の
真
原
因
」
な
ど
は
ま
さ
し
く
神
道
論
で
あ
り
、
神
道
研
究
の
道

徳
的
展
開
の
書
と
し
て
の
存
在
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ほ
か
な
い
。

長
男
の
廣
池
千
英
に
よ
れ
ば
、
道
徳
科
学
に
お
け
る
神
道
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
構
想
が
あ
っ
た
。

先
考
の
燃
ゆ
る
が
如
き
愛
国
心
と
、
国
体
研
究
に
対
す
る
熱
烈
な

る
学
究
的
の
信
念
と
は
、
道
徳
科
学
研
究
の
一
分
科
と
し
て
、
是
非

と
も
日
本
神
道
の
新
研
究
を
創
め
、
道
徳
科
学
専
攻
塾
の
基
礎
精
神

を
確
立
し
、
全
塾
生
は
勿
論
、
全
世
界
の
人
類
に
、
日
本
国
体
の
真

髄
を
周
知
徹
底
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
申
し
て
居
り
ま
し
た）

4
（

。

愛
国
心
お
よ
び
国
体
に
対
す
る
学
究
心
が
、「
神
道
」
の
研
究
に
結
び

付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
廣
池
千
九
郎
の
実
弟
、
一
松
又
治）

5
（

の
著
書

へ
の
序
文
の
一
節
だ
が
、
さ
ら
に
こ
う
続
け
た
。

著
者
は
先
考
の
遺
志
を
承
け
て
、
神
道
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
二
十

余
年
、
曩
に
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
の
記
念
と
し
て
、『
日
本
社
会

神
道
学
』
三
巻
の
中
の
第
一
巻
序
論
を
公
刊
い
た
し
ま
し
た
が
、
神

道
の
新
し
き
研
究
と
し
て
、
亦
神
道
の
本
質
を
闡
明
し
た
る
良
書
と
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し
て
、
学
界
を
始
め
、
各
方
面
の
注
意
を
惹
い
て
居
り
ま
す
。（
同
）

一
松
の
神
道
研
究
は
、
廣
池
の
遺
志
を
承
け
て
の
こ
と
と
い
う
。

ま
た
、
廣
池
の
事
跡
の
特
色
に
は
、
国
学
者
た
ち
と
の
盛
ん
な
交
流
が

挙
げ
ら
れ
る
。
廣
池
は
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
皇
典
講
究
所
大
分
分
所
に
連
な

り
、
早
く
か
ら
渡
辺
玄
包
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。
よ
り
関
係
が
深
ま
る

の
は
、
廣
池
を
『
古
事
類
苑
』
編
纂
員
に
抜
擢
し
た
井
上
頼

と
同
編
集

長
で
あ
っ
た
佐
藤
誠
実
を
介
し
て
で
あ
る
。
両
者
と
の
信
頼
関
係
は
深

く
、
往
復
書
簡
等
の
資
料
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
神
宮
皇
學
館
教
授
で

あ
っ
た
時
期
の
人
脈
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
法
制
史
研
究
の
こ
ろ
か
ら
接

点
の
あ
る
筧
克
彦
と
も
共
有
さ
れ
た
思
想
が
あ
る
。

も
う
一
つ
特
色
づ
け
ら
れ
る
点
で
は
、
教
派
神
道
の
価
値
に
他
の
研
究

者
に
先
ん
じ
て
注
目
し
、
そ
れ
を
古
神
道
の
精
神
を
復
興
す
る
も
の
と
し

て
神
道
史
の
本
流
に
位
置
づ
け
、
神
道
信
仰
の
意
義
を
盛
ん
に
説
い
た
こ

と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
点
を
補
い
な
が
ら
、
廣
池
に
お
け
る
神
道
に
関
す
る
諸
問
題

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二
、
神
道
学
に
お
け
る
廣
池
千
九
郎

で
は
次
に
、「
神
道
学
」
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
廣
池
の
存
在
を
見
て

い
こ
う
。『
国
史
大
辞
典
』
に
お
け
る
「
神
道
学
」
の
項
目
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

神
道
研
究
の
学
問
。
平
安
時
代
の
朝
廷
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』

研
究
や
、
中
世
以
降
の
同
書
神
代
巻
な
ど
に
依
拠
す
る
神
道
説
の
樹

立
、
神
事
記
録
・
由
緒
記
・
参
詣
記
の
作
成
も
あ
っ
た
が
、
江
戸
時

代
後
期
の
着
実
な
古
典
研
究
を
受
け
た
明
治
時
代
か
ら
、
本
格
的
な

展
開
が
な
さ
れ
る
。
方
法
論
的
に
主
体
を
な
し
た
も
の
は
国
学
に
始

ま
る
実
証
主
義
で
あ
り
、
史
料
面
で
は
『
古
事
類
苑
』
神
祇
部
の
公

刊
（
大
正
三
年
（
一
九
一
四
））
が
大
き
く
裨
益
し
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
前
に
お
け
る
神
道
学
は
神
道
史
が
中
心
で
、
中
に
も
宮
地
直

一
は
厳
密
な
考
証
を
特
色
と
し
、
河
野
省
三
・
佐
伯
有
義
・
山
本
信

哉
・
平
泉
澄
・
津
田
左
右
吉
・
村
岡
典
嗣
ら
も
独
特
の
学
風
で
世
に

知
ら
れ
た
。（
以
下
略
）

『
古
事
類
苑
』
神
祇
部
の
公
刊
が
史
料
面
で
大
き
く
裨
益
し
た
と
い

う
。
こ
こ
に
は
、
廣
池
の
同
門
（
井
上
頼

門
下
）
で
あ
り
、『
古
事
類

苑
』
編
纂
の
同
僚
で
も
あ
っ
た
佐
伯
有
義
や
山
本
信
哉
の
名
前
が
あ
る
。

一
方
、
同
書
神
祇
部
の
も
っ
と
も
多
く
の
巻
数
を
編
纂
し
、
相
応
の
神
道

学
的
業
績
も
あ
っ
た
は
ず
の
廣
池
は
こ
こ
で
は
神
道
学
者
と
は
み
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。

な
お
、
神
道
学
者
と
国
学
者
の
多
く
は
重
な
っ
て
い
る
。
廣
池
は
「
神

道
学
者
」「
国
学
者
」
と
は
自
称
し
て
は
い
な
い
が
、
国
学
者
の
系
譜
に

掲
載）

6
（

さ
れ
て
お
り
、『
古
事
類
苑
』
の
編
纂
者
だ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
国

学
者）

7
（

と
看
做
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
廣
池
の
遺
稿
の
中
に
、「
神
宮
奉
職

十
九
年
間 
国
体
学
者
と
な
る）

8
（

」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
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で
は
、
神
道
系
の
人
物
事
典
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
わ
り
あ
い
に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
問
題
が
あ
る
。

① 
西
田
重
一
編
『
神
道
人
名
辞
典
』（
神
社
新
報
社
、
昭
和
三
十
年
）

ひ
ろ
い
け 
せ
ん
く
ら
う 

広
池 

千
九
郎

史
学
者
、
慶
応
二
年
大
分
県
鶴
居
村
に
生
る
。
明
治
十
五
年
中
津
藩

主
設
立
の
中
津
市
校
を
卒
業
後
帆
足
万
里
の
高
弟
小
川
弘
蔵
の
和
塾
に

学
ん
だ
。
後
、
京
都
に
出
て
史
学
を
修
め
、
京
都
市
史
の
資
料
収
集
等

を
委
嘱
さ
れ
、
二
十
八
年
神
宮
司
庁
に
て
古
事
類
苑
に
従
ひ
、
三
十
五

年
早
稲
田
大
学
の
講
師
に
な
り
、
つ
い
で
法
政
大
学
、
高
等
師
範
学
校

等
に
て
史
学
の
講
義
を
な
す
。
四
十
年
神
宮
皇
學
館
教
授
に
任
ぜ
ら

れ
、
大
正
元
年
法
学
博
士
号
を
授
か
り
同
年
退
職
。
叙
従
六
位
。

② 

神
社
新
報
社
編
刊
『
神
道
人
名
辞
典
』（
昭
和
六
十
一
年
）

広
池 

千
九
郎
（
ひ
ろ
い
け 

せ
ん
く
ろ
う
）

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
〜
歿
年
不
詳
。
史
学
者
。
大
分
県
鶴
居
村

に
生
る
。
明
治
十
五
年
中
津
藩
主
設
立
の
中
津
市
校
を
卒
業
後
、
帆
足

万
里
の
高
弟
小
川
弘
蔵
の
私
塾
に
学
ん
だ
。
の
ち
、
京
都
に
出
て
史
学

を
修
め
、
京
都
市
の
資
料
蒐
集
等
を
委
嘱
さ
れ
、
二
十
八
年
神
宮
司
庁

に
て
『
古
事
類
苑
』
編
纂
に
従
ひ
、
三
十
五
年
に
早
稲
田
大
学
の
講
師

に
な
り
、
つ
い
で
法
政
大
学
、
高
等
師
範
学
校
で
史
学
を
講
義
。
四
十

年
神
宮
皇
學
館
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
元
年
法
学
博
士
号
を
得
、
同

年
退
官
。
叙
従
六
位
。

ま
ず
名
前
か
ら
し
て
両
者
と
も
間
違
え
て
い
る
（
正
し
く
は
「
ち
く
ろ

う
」）。
さ
ら
に
誤
り
を
指
摘
す
る
と
、
廣
池
が
学
ん
だ
の
は
「
和
塾
」
で

は
な
く
、「
漢
学
塾
」
で
あ
り
、
法
政
大
学
、
高
等
師
範
学
校
で
は
教
鞭

を
と
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
神
宮
皇
學
館
の
退
官
は
大
正
二
年
で
あ
る
。

没
年
も
不
詳
で
は
な
く
一
九
三
八
年
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
記
載
さ
れ
て
い
る
事
跡
が
神
宮
皇
學
館
退
官
で
終
わ
っ
て
い
る

の
は
、
神
道
に
お
け
る
業
績
の
上
で
も
は
な
は
だ
不
十
分
で
あ
る
。
廣
池

は
、
上
記
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
神
道
書
籍
目
録
』
に
お
け
る
「
国
体
」

に
関
す
る
研
究
を
進
展
さ
せ
て
い
て
、
や
が
て
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に

お
い
て
、「
国
家
伝
統
」
お
よ
び
「
道
徳
系
統
」
と
し
て
皇
室
を
世
界
に

普
遍
化
す
る
と
い
う
地
平
に
到
達
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
昭
和
初
期
の
時
点
で
神
道
に
深
く
関
わ
る
優
れ
た
業
績
で

あ
る
と
同
時
に
、
現
在
に
お
い
て
も
示
唆
に
富
む
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
学
界
に
お
け
る
評
価
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
の
理
由
を

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
國
學
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
道
人
物
研
究
文
献
目

録
』（
弘
文
堂
、
平
成
十
二
年
）
を
見
て
み
よ
う
。

広
池
千
九
郎
（
ひ
ろ
い
け
ち
く
ろ
う
）

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
三
月
二
十
九
日
〜
昭
和
十
三
年
（
一
九
三

八
）
六
月
四
日

（
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
の
創
始
者
。
中
津
市
出
身
。『
古
事
類

苑
』
編
纂
に
携
わ
り
、
神
宮
皇
學
館
教
授
に
就
任
。
大
正
元
年
（
一

九
一
二
）
に
『
支
那
古
代
親
族
法
の
研
究
』
で
東
京
帝
国
大
学
よ
り
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学
位
授
与
。
そ
の
後
、
病
い
を
き
っ
か
け
に
天
理
教
に
入
信
し
、
教

育
顧
問
兼
天
理
中
学
校
長
を
つ
と
め
る
。
や
が
て
天
理
教
か
ら
離

れ
、
古
今
東
西
の
道
徳
の
研
究
に
入
り
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二

六
）『
道
徳
科
学
の
論
文
』
を
完
成
さ
せ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
道
徳

科
学
研
究
所
（
現
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
の
創
立
と
し
て
い
る
。

（
弓
山
達
也
）

少
な
く
と
も
略
歴
に
誤
り
は
な
い
が
、「
神
道
人
物
」
と
し
て
挙
げ
る

べ
き
『
伊
勢
神
宮
』
や
『
日
本
憲
法
淵
源
論
』
等
の
主
要
な
業
績
が
漏
れ

て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
断
片
的
な
理
解
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
書

は
「
研
究
文
献
目
録
」
な
の
で
、
そ
の
人
物
に
関
す
る
「
研
究
書
」
と

「
研
究
論
文
」
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
ち
ら
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

【
研
究
書
】
に
は
、『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
二
五
〔
広
池
千
九
郎
博
士
没

後
五
十
年
記
念
号
広
池
博
士
の
事
蹟
と
思
想
〕
一
九
八
八
、『
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
』
二
六
、
二
七
〔
広
池
千
九
郎
博
士
没
後
五
十
年
記
念
号
モ
ラ

ロ
ジ
ー
の
現
代
的
展
開
〕
一
〜
二
、
一
九
八
八
、
の
三
点
を
あ
げ
、【
研

究
論
文
】
に
は
、『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
か
ら
丹
念
に
、
二
十
七
本
の
論

文
を
拾
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
廣
池
研
究
の
も
っ
と
も
基
本
的
文
献
た
る

内
田
智
雄
編
『
生
誕
百
年 

広
池
博
士
記
念
論
集
』（
広
池
学
園
事
業
部
、
昭

和
四
十
二
年
）
に
も
、
ま
た
廣
池
千
九
郎
著
・
内
田
智
雄
校
訂
『
東
洋
法

制
史
研
究
』（
創
文
社
、
昭
和
五
十
八
年
）
に
も
大
部
な
解
説
が
あ
る
が
こ
れ

に
も
触
れ
て
い
な
い
。
廣
池
の
代
表
的
な
神
道
研
究
書
『
伊
勢
神
宮
』

（
明
治
四
十
一
年
）
等
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
研
究
書
が
十
分
に
拾

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、『
新
宗
教
事
典
』（
弘
文
堂
、
平
成
二
年
）
で
は
廣
池
の
略

歴
は
正
確
で
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
て
お
り
、
し
か
も
詳
細
で
、『
皇
學
館
百

二
十
周
年
記
念
誌
』（
学
校
法
人
皇
學
館
、
平
成
十
四
年
）
に
お
け
る
廣
池
の

紹
介
に
は
こ
れ
が
丸
ご
と
転
載
さ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
廣
池
に
関

心
を
持
つ
研
究
者
の
間
に
偏
り
が
あ
り
、
宗
教
学
者
の
論
が
強
く
な
っ
て

い
る
こ
と
の
一
つ
の
表
れ
と
い
え
る
。

三
、
神
道
と
道
徳

廣
池
が
様
々
な
研
究
お
よ
び
職
業
の
遍
歴
を
経
て
、
最
終
的
に
道
徳
の

研
究
と
教
育
に
一
身
を
捧
げ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
神
道
に

つ
い
て
も
、
そ
の
道
徳
論
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本

「
緒
論
」
の
中
で
も
何
度
か
触
れ
て
き
た
。

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
、
い
か
な
る
体
系
を
持
つ
か
に
つ
い
て

は
、
本
研
究
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
り
、
今
後
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
前
段
階
と
し
て
、「
神
道
と
道
徳
」
が
こ

れ
ま
で
一
般
的
に
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
き
た
か
を
歴
史
的
に
ふ
り
か

え
っ
て
お
き
た
い
。

神
道
の
徳
目
と
し
て
、
最
初
に
挙
げ
る
べ
き
も
の
を
「
清
浄
」
と
す
る

の
は
、
多
く
の
論
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
神
道
を
専
門
と
す
る
と
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こ
ろ
以
外
か
ら
も
そ
の
点
は
共
有
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
教
育
人
間
学
の

下
程
勇
吉
は
、『
日
本
の
精
神
的
伝
統
』（
広
池
学
園
出
版
部
）
に
仏
教
、
儒

教
、
近
代
思
想
等
々
、
日
本
の
精
神
文
化
を
通
覧
し
て
い
る
が
、
そ
の
最

初
に
「
神
道
的
系
譜
」
を
掲
げ
、「
農
耕
人
と
し
て
水
浴
に
親
し
ん
だ
日

本
人
が
、
そ
れ
に
清
潔
・
純
粋
・
透
明
・
潔
白
等
の
道
徳
的
宗
教
的
意
味

を
も
与
え
た
こ
と
は
、
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
は
な
い
」（
六
頁
）、「
日

本
人
に
と
っ
て
は
、
膚
に
垢
を
と
ど
め
る
こ
と
と
心
に
汚
れ
を
宿
す
こ
と

と
は
、
一
味
で
あ
る
」（
同
）、「
身
の
濁
穢
を
「
ミ
ソ
ギ
ハ
ラ
ウ
」
と
こ

ろ
に
、
太
陽
神
の
誕
生
が
語
ら
れ
る
」（
七
頁
）
と
、
日
本
の
豊
富
な
水
資

源
と
関
連
づ
け
て
「
清
浄
」
を
論
じ
て
い
る
。

歴
史
的
な
言
説
か
ら
、
よ
く
言
及
さ
れ
る
も
の
を
一
つ
あ
げ
る
と
『
伊

勢
太
神
宮
参
詣
記
』
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

当
宮
参
詣
の
ふ
か
き
習
は
、
念
珠
を
も
と
ら
ず
、
幣
帛
を
も
さ
ゝ
け

ず
し
て
、
心
に
い
の
る
所
な
き
を
内
清
浄
と
い
ふ
、
潮
を
か
き
水
を

あ
び
て
、
身
に
け
が
れ
た
る
所
な
き
を
、
外
清
浄
と
い
へ
り
。
内
外

清
浄
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
神
の
心
と
我
心
と
隔
な
し
。
す
で
に
神
明
に

同
じ
な
ば
、
何
を
望
て
か
祈
請
の
こ
ゝ
ろ
有
べ
き
や
、
是
真
実
の
参

宮
也
と
承
し
程
に
、
渇
仰
の
涙
と
ゞ
め
が
た
し
。（
増
補
大
神
宮
叢
書

『
神
宮
参
詣
記
大
成
』
八
八
頁
）

欲
心
を
去
り
、
心
を
清
浄
と
す
る
こ
と
と
、
禊
に
よ
っ
て
体
を
清
め
る

こ
と
の
両
面
か
ら
説
き
、
心
身
が
清
浄
で
あ
れ
ば
す
で
に
神
意
と
合
一
し

て
お
り
、
祈
願
な
ど
は
必
要
な
い
と
い
う
。

次
に
、
広
く
流
通
し
た
も
の
と
し
て
、
三
社
託
宣
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

・�1	°�Ö�G
��v
：

 

謀
計
雖
為
眼
前
利
潤
、
必
当
神
明
之
罰
、
正
直
雖

非
一
旦
依
怙
、
終
蒙
日
月
憐
。

・
@
<�G�>��
：

 

雖
為
食
鉄
丸
、
不
受
心
汚
人
之
物
、
雖
為
座
銅
焔
、

不
到
心
穢
人
之
処
。

・	_�Ô�G�Ì
�
：

 

雖
曳
千
日
注
連
、
不
到
邪
見
之
家
、
雖
為
重
服
深

厚
、
可
趣
慈
悲
之
家
。

 

（『
神
道
事
典
』
弘
文
堂
、
等
）

こ
れ
は
、
天
照
皇
大
神
宮
・
八
幡
大
菩
薩
・
春
日
大
明
神
の
三
神
の
託

宣
と
し
て
、「
正
直
」「
清
浄
」「
慈
悲
」
の
三
つ
の
徳
目
を
掲
げ
、
内
容

を
説
い
て
い
る
。
大
菩
薩
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
神
仏
習
合

の
要
素
が
あ
り
、
純
粋
な
神
道
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
仏
教
・

儒
教
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
道
徳
的
内
容
を
展
開
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
神

道
の
特
色
が
あ
る
と
も
い
え
る
。

儒
教
を
取
り
入
れ
た
代
表
的
神
道
論
に
は
、
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
―

一
六
八
二
）
の
「
垂
加
神
道
」
が
あ
る
。
闇
斎
は
朱
子
学
を
修
め
た
後
、

神
宮
大
宮
司
、
河か
わ

辺べ

精き
よ

長な
が

か
ら
伊
勢
神
道
を
、
吉
川
惟
足
か
ら
吉
田
神
道

を
伝
授
さ
れ
た
。「
垂
加
」
と
は
「
神
の
垂し
で

は
祈い

の
り祷
を
以
て
先
と
な
し
、

冥く
ら
きの
加ま

す
は
正ま

す
ぐ直
を
以
て
本
と
な
す）

10
（

」
か
ら
採
ら
れ
た
闇
斎
の
号
で
、
出

典
は
伊
勢
神
道
の
経
典
、
神
道
五
部
書
の
一
つ
『
倭
や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と
せ
い
き

姫
命
世
記
』
で
あ
る
。

神
の
恩
恵
は
敬
虔
な
祈
り
に
よ
っ
て
下
さ
れ
、
神
の
加
護
は
正
直
に
生

き
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
闇
斎
は
終
生
こ
の


